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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末（ＵＥ）がアップリンク送信電力を制御する方法であっ
て、前記方法は、
　二重接続においてマスタｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）から上位階層を介して電力制御モード
の指示を受信することと、
　前記ＭｅＮＢと２次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ）との間のタイミング差に基づいて、二重接続に
おいて前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢが相互に非同期であるかまたは同期であるかを決定
することと、
　前記電力制御モードの指示と、前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢが非同期であるかまたは
同期であるかとに基づいて、前記ＳｅＮＢのための送信電力を決定することと、
　前記ＳｅＮＢのための送信電力に基づいて、前記ＳｅＮＢにアップリンク信号を送信す
ることと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥが非同期二重接続をサポートするか否かについてのＵＥ能力を前記ｅＮＢに送
信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートしないことを指示する、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記電力制御モードの指示は、同期二重接続のための電力制御モードを指示する、請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
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　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートすることを指示する、請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記電力制御モードの指示は、同期二重接続のための電力制御モードまたは非同期二重
接続のための電力制御モードを指示する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢは、前記ＭｅＮＢと前記ＳｅＮＢとの間の前記タイミン
グ差が所定の閾値に等しいかまたは前記所定の閾値より小さいとき、相互に同期である、
請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢは、前記ＭｅＮＢと前記ＳｅＮＢとの間の前記タイミン
グ差が所定の閾値より大きいとき、相互に非同期である、請求項１～７のいずれかに記載
の方法。
【請求項９】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）であって、前記ＵＥは、
　メモリと、
　無線周波数（ＲＦ）ユニットと、
　前記メモリ及び前記ＲＦユニットに結合されたプロセッサであって、前記プロセッサは
、
　　二重接続においてマスタｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）から上位階層を介して電力制御モー
ドの指示を受信するように前記ＲＦユニットを制御し、
　　前記ＭｅＮＢと２次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ）との間のタイミング差に基づいて、二重接続
において前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢが相互に非同期であるかまたは同期であるかを決
定し、
　　前記電力制御モードの指示と、前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢが非同期であるかまた
は同期であるかとに基づいて、前記ＳｅＮＢのための送信電力を決定し、
　　前記ＳｅＮＢのための送信電力に基づいて前記ＳｅＮＢにアップリンク信号を送信す
るように前記ＲＦユニットを制御する、プロセッサと
　を備える、ＵＥ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記ＵＥが非同期二重接続をサポートするか否かについてのＵＥ能
力を前記ｅＮＢに送信するように前記ＲＦユニットをさらに制御する、請求項９に記載の
ＵＥ。
【請求項１１】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートしないことを指示する、請
求項１０に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　前記電力制御モードの指示は、同期二重接続のための電力制御モードを指示する、請求
項１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記ＵＥ能力は、前記ＵＥが前記非同期二重接続をサポートすることを指示する、請求
項１０に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記電力制御モードの指示は、同期二重接続のための電力制御モードまたは非同期二重
接続のための電力制御モードを指示する、請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢは、前記ＭｅＮＢと前記ＳｅＮＢとの間の前記タイミン
グ差が所定の閾値に等しいかまたは前記所定の閾値より小さいとき、相互に同期である、
請求項９～１４のいずれかに記載のＵＥ。
【請求項１６】
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　前記ＭｅＮＢ及び前記ＳｅＮＢは、前記ＭｅＮＢと前記ＳｅＮＢとの間の前記タイミン
グ差が所定の閾値より大きいとき、相互に非同期である、請求項９～１５のいずれかに記
載のＵＥ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明によると、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かが決定され、そして送
信電力のためのパラメータ値がＭｅＮＢ及びＳｅＮＢが非同期かまたは同期かを利用して
決定されることができる。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
無線通信システムにおいて、ユーザ装置により、アップリンク送信電力を制御する方法に
おいて、
ダウンリンクチャネル上の信号を受信し、前記信号は、電力制御モードを指示する送信電
力に対する情報を含む、ステップ；
１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）及び２次セル（ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃ
ｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同期かまたは同期かを決定するステップ；
前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに基づいて、前記送信電力に対する情報を
利用して、前記Ｓセルに対する最大送信電力を決定するステップ；及び、
前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに信号を送信するステップ；
を含む、送信電力制御方法。
（項目２）
前記Ｓセルのサブフレームは、前記Ｐセル及びＳセルが非同期である場合、前記Ｐセルの
サブフレームと重なり、
前記Ｓセルのサブフレームの電力ヘッドルームは、前記Ｐセルの前記重なったサブフレー
ムのうち一つに基づいて決定される、項目１に記載の送信電力制御方法。
（項目３）
前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームに対する最大送信電力は、前記Ｐセルの（ｋ＋１）番
目のサブフレームと重なるＳセルのｎ番目のサブフレームの最大送信電力及びＳセルのｎ
番目のサブフレームの最大送信電力と前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームが前記Ｐセルの
ｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレームと重なる場合、前記Ｐセルのｋ番目のサブフレ
ームに対して使われた送信電力の差のうち小さい送信電力に基づいて決定される、項目２
に記載の送信電力制御方法。
（項目４）
前記Ｐセルと前記Ｓセルとの間の送信時間差があらかじめ決定された閾値より大きい場合
、前記Ｐセル及び前記Ｓセルは同期として決定される、項目１に記載の送信電力制御方法
。
（項目５）
総送信電力は、前記Ｓセル及び前記Ｐセルのサブフレームが重なる場合、サブフレーム境
界で前記最大送信電力を超過しないように調整される、項目１に記載の送信電力制御方法
。
（項目６）
前記Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して送信がない場合、前記Ｐセル及び前記Ｓセ
ルに対して送信電力が共有されない、項目１に記載の送信電力制御方法。
（項目７）
無線通信システムにおけるアップリンク（ＵＬ）送信電力を制御するための装置において
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、
無線信号を送信して受信するための無線周波数（ＲＦ）ユニット－前記無線信号は、電力
制御モードを指示する送信電力に対する情報を含む－；及び、
前記ＲＦユニットと動作的に結合されるプロセッサ－前記プロセッサは、ＵＬ及び／また
はダウンリンク（ＤＬ）に対するスケジューリングに基づいて前記ＲＦユニットを介して
信号を送信するように構成される－を含み、
前記プロセッサは、１次セル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）及び２次セル（
ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）が非同期かまたは同期かを決定し、そして
前記Ｐセル及びＳセルが非同期かまたは同期かに基づいて、前記送信電力に対する情報を
利用して、Ｓセルに対する最大送信電力を決定し；そして
前記ＲＦユニットは、前記Ｓセルに対する前記最大送信電力に基づいて前記Ｓセルに無線
信号を送信する、送信電力制御装置。
（項目８）
前記Ｓセルのサブフレームは、前記Ｐセル及びＳセルが非同期である場合、前記Ｐセルの
サブフレームと重なり、
前記プロセッサは、前記Ｐセルの前記重なったサブフレームのうち一つに基づいて前記Ｓ
セルのサブフレームの電力ヘッドルームを決定する、項目７に記載の送信電力制御装置。
（項目９）
前記プロセッサは、前記Ｐセルの（ｋ＋１）番目のサブフレームと重なるＳセルのｎ番目
のサブフレームの最大送信電力及びＳセルのｎ番目のサブフレームの最大送信電力と前記
Ｓセルのｎ番目のサブフレームが前記Ｐセルのｋ番目及び（ｋ＋１）番目のサブフレーム
と重なる場合、前記Ｐセルのｋ番目のサブフレームに対して使われた送信電力の差のうち
小さい送信電力に基づいて前記Ｓセルのｎ番目のサブフレームに対する最大送信電力を決
定する、項目８に記載の送信電力制御装置。
（項目１０）
前記プロセッサは、前記Ｐセルと前記Ｓセルとの間の送信時間差があらかじめ決定された
閾値より大きい場合、前記Ｐセル及び前記Ｓセルは同期として決定する、項目７に記載の
送信電力制御装置。
（項目１１）
前記プロセッサは、前記Ｓセル及び前記Ｐセルのサブフレームが重なる場合、サブフレー
ム境界で前記最大送信電力を超過しないように総送信電力を調整する、項目７に記載の送
信電力制御装置。
（項目１２）
前記プロセッサは、前記Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して送信がない場合、前記
Ｐセル及び前記Ｓセルのうち一つに対して全ての送信電力を利用する、項目７に記載の送
信電力制御装置。
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